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				このページは校正済みです
日本は、神のおまもりになる國であります。蘇我氏の無道なふるまひを見て、ふるひたたれたのが、舒明天皇の御子、中大兄皇子（なかのおほえのわうじ）で、それをおたすけ申した人々のうち、最も名高いのが
中臣鎌足（なかとみのかまたり）であります。皇子は、まづ蘇我氏を除くため、鎌足始め
同志（どうし）の人々と、いろいろ工夫をおこらしになりました。蘇我氏も、
内（ない）々それと知つたか、邸に引きこもつて、めつたにすきを見せません。ちやうどそのころ、朝鮮からみつぎ物をたてまつる式がおこなはれ、入鹿も、それに參列することになりました。この機會に乘じて、皇子は鎌足らと、
首尾（しゆび）よく入鹿をお除きになりました。これを聞いた蝦夷は、急いで兵を集めましたが、皇子が使ひをやつて、ねんごろに不心得をおさとしになりましたので、不忠と知つた兵は、ちりぢりに逃げ去り、蝦夷は、邸に火を放つて
自殺（じさつ）しました。夏草のやうにはびこつた無道の蘇我氏は、かうして、つひにほろびました。大和の國原にたちこめた黑雲も、すつかり晴れて、飛鳥の都には、さわやかに
天日（てんじつ）がかがやきました。

蘇我氏を除くことは、聖德太子のお考へになつたやうに、政治を根本から立て直して、日本をりつぱな國にするための
準備（じゆんび）でありました。やがて〈第三十六代〉
孝德（かうとく）天皇がお立ちになつて、中大兄皇子を皇太子とし、鎌足始め功のあつた人々を重くお用ひになつて、わるい習はしをいつさい取り除き、新しい政治をお始めになりました。時に紀元一千三百五年で、聖德太子がおなくなりになつてから、二十數年のちのことであります。

まづ、多くの役人をひきゐて、神々をおまつりになり、始めて大化といふ
年號（ねんがう）をお建てになりました。都は、やがて難波にうつりま











[image: ]

[image: ]

「https://ja.wikisource.org/w/index.php?title=Page:Textbook_of_Japanese_History_for_Elementary_School_on_1943_vol_1.pdf/27&oldid=149783」から取得


				
			

			
			

		
		
		  
  	
  		 
 
  		
  				最終更新: 2019年12月30日 (月) 16:14
  		
  		 
 
  	

  
	
			
			
	    言語

	    
	        

	        

	        このページに他の言語版はありません。

	    
	
	[image: Wikisource]



				 このページの最終更新日時は 2019年12月30日 (月) 16:14 です。
	コンテンツは、特に記載されていない限り、CC BY-SA 4.0のもとで利用可能です。



				プライバシー・ポリシー
	Wikisourceについて
	免責事項
	行動規範
	開発者
	統計
	Cookieに関する声明
	利用規約
	デスクトップ



			

		
			








